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10 月 15 日（金）本校 4教室を使用して、夏休みに取り組んだ課題研究の中間発表を英語でプレゼン

テーションを行いました。今回は英語で聴衆に聞きやすいように工夫した話し方の工夫や、パワーポイ

ントの効果的な使い方、また、質疑応答に対応する実践力やそれに伴う態度の育成など、様々なことを

学習する場となりました。講師には、仁愛大学から西出先生、福井大学から王先生、他にも大学の先生

方や、福井在住の留学生数名が加わり、各研究発表に関して質疑応答、その後のコメント等、すべて英

語で対応していただき、中身の濃い活動になりました。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

Take action for your Future 
福井県立武生高等学校 SSH研究推進部 №12 R3.11.12(金) 

）) 

TAKEFU SUPER SCIENCE HIGH SCHOOL NEWS                                                                            

2012.8.6(MON)  

2 年探究文科理科校内研修(２) 

「ＴＫＦ ＰＲＯＪＥＣＴ ＰＲＥＳＥＮＴＡＴＩＯＮＳ」 

～課題研究中間発表 in English～ 

生 徒 の 活 動 の 様 子 

  

 
  

   
 参 加 し た 生 徒 の 感 想 

 

・どんなふうに言えば英語で分かりやすく伝わるか、など考えることが多く、講師の方々が自分たちの

内容を理解してくれた時はうれしかった。・完璧ではないけれど、ある程度講師の先生の英語を聞き取

ったり、疑問をぶつけたりすることができた。・英語でプレゼンするという経験をすることができてよ

かった。・原稿を覚えて自信をつけるのも大切だが、相手に伝わってほしいと思う姿勢や態度の方が大

事だと感じた。・思ったより即興で英語を使えたし、海外の先生ともうまくコミュニケーションをとれ

たので良かった。 

指 導 ・助 言 者 か ら の コ メ ン ト 

短期間でしっかりと準備をし、本番はとても堂々とプレゼン・質疑応答をしていた。大学へ進学してもこのスキ

ルを活かして活動してほしい。 


